
All contents are Copyright © 1992

Brochure
マルチ メ デ ィ ア対応ネ ッ ト ワークでの 802.11n の展開

概要

802.11n ド ラ フ ト  2.0 標準を利用できるよ う になった現在、 企業は、 この次世代ワイヤレス

テ ク ノ ロ ジ ーが自社のネ ッ ト ワー ク に も た ら す利点につい て調査 を 開始 し て い ま す。

802.11n によ ってスループ ッ ト 、 リ ン クの信頼性、 および予測可能性の分野でパフ ォーマン

スが全般的に向上し ますが、 企業が 802.11n のすべての機能を利用できるよ う になるには、

適切なワイヤレス イ ン フ ラス ト ラ クチャが不可欠です。

802.11n 標準はさ まざまな企業にと って有益ですが、 802.11n の強化されたスループ ッ ト と

信頼性を利用する こ とが特に適し た環境があ り ます。

Voice over Wireless 用のネ ッ ト ワーク を展開する際の課題

今日、 多 く の企業は、 コ ラボレーシ ョ ン と生産性に関する効果をモバイルの音声およびビデ

オ ソ リ ューシ ョ ン を通じ て手に入れよ う と し ています。 そのよ う なアプ リ ケーシ ョ ン をサ

ポー ト するために、IT 企業ではマルチ メ デ ィ ア対応のワイヤレス ネ ッ ト ワーク を提供する必

要があ り ます。 実際に、 医療および小売業界の企業を中心に、 ミ ッ シ ョ ン ク リ テ ィ カルなア

プ リ ケーシ ョ ンで音声と ビデオの展開がすでに行われています。 医療環境では、 医師、 看護

士、 および病院職員の間での音声コ ミ ュニケーシ ョ ンや、 職員間での X 線や MRI などの画

像フ ァ イルの共有が行われています。小売環境では、従業員間のコ ラボレーシ ョ ン用の Push-
to-Talk アプ リ ケーシ ョ ンや、 店舗内のデジ タル表示装置用のス ト リ ー ミ ング メ デ ィ アが使

用されています。

ただ し、 ワイヤレス ネ ッ ト ワークに音声と ビデオを追加する と、 数多 く の課題が発生し ま

す。 音声と ビデオは遅延の影響を受けやすいため、 データ  アプ リ ケーシ ョ ンよ り も高いレベ

ルの優先度、 予測可能性、 および信頼性が必要です。 データ  フ ァ イルにはあま り影響のない

パケ ッ ト 損失も、 音声通話やビデオ ス ト リ ームには破壊的な影響を及ぼす可能性があ り ま

す。

マルチ メ デ ィ ア アプ リ ケーシ ョ ンを展開し ている企業には、 ワイヤレス ネ ッ ト ワークに関

し て次のよ う な課題があ り ます。

• 音声およびビデオ コ ミ ュニケーシ ョ ンの品質と信頼性の確保。音声や Wi-Fi 上の音

声など、 遅延やジ ッ タの影響を受けやすいアプ リ ケーシ ョ ンは、 干渉によ っ てパ

フ ォーマンスが低下する可能性があり ます。音声対応のワイヤレス ネ ッ ト ワーク を

展開する と きは、 ネ ッ ト ワークの設計、 展開、 およびイ ンテ リ ジ ェ ン ト なネ ッ ト

ワーク  サービスを重点的に考慮する必要があり ます。

• 広範なワイヤレス カバレ ッ ジ。 音声用のワイヤレス カバレ ッ ジは、 ユビキタ スで

ある こ と と、 常に利用できる こ とが期待されます。 そのため、 企業は、 廊下、 階段、

玄関、 ト イ レ、 エレベータ など、 音声サービスが必要と される可能性のあるすべて

の場所にワイヤレス ネ ッ ト ワークが到達するよ う にする必要があり ます。
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Voice over Wireless 環境が抱える課題に802.11n および Cisco Unified Wireless
Network で対処

802.11n は、 MIMO （Multiple input, Multiple output） テ ク ノ ロジーを利用する こ とによ り、 信

頼性と予測可能性の高いネ ッ ト ワーク  カバレ ッ ジ と アプ リ ケーシ ョ ン エ ク スペ リ エンスを

提供し ます。 MIMO によ り、 パケ ッ ト 損失が低減され、 安定性と確実性の高いネ ッ ト ワーク

接続が実現し ます。企業は 802.11n と  MIMO を導入する こ と で、遅延と ジ ッ タの影響を受け

やすい音声やビデオなどのアプ リ ケーシ ョ ンのパフ ォーマンスを保証するための重要な要

件である、 ネ ッ ト ワークの信頼性と予測可能性を大幅に強化できます。

Cisco® Unified Wireless Network は、 802.11n に対応し たモジュ ラ式の設計によ り、 一貫性

と信頼性の高いワイヤレス ネ ッ ト ワーキング エ クスペ リ エンスを提供し ます。Cisco Unified
Wireless Network には、 Cisco Aironet® 1250 シ リーズ アクセス ポイ ン ト が含まれます。 こ

れは、 802.11n ド ラ フ ト  2.0 標準への準拠を証明するための Wi-Fi Alliance のテス ト  ベ ッ ド

で採用されている唯一の市販ア クセス ポイ ン ト です。 また、 シス コは、 このア クセス ポイ

ン ト のワイヤレス イ ン フ ラス ト ラ クチャ と  Intel ク ラ イアン ト 間の相互運用性テス ト を実施

し て、802.11n ワイヤレス ネ ッ ト ワークで最適なパフ ォーマンスが得られる こ と を確認し ま

し た。 これによ り、 企業のイ ン フ ラス ト ラ クチャ投資の保護が促進され、 ワイヤレス ネ ッ ト

ワークにおける 「将来性への対応」 が保証されます。

ま とめ

802.11n は、 次世代のワイヤレス ネ ッ ト ワーク、 中でも音声やビデオなど、 遅延と ジ ッ タの

影響を受けやすいマルチ メ デ ィ ア アプ リ ケーシ ョ ンを実行し ている環境にと って、多 く の利

点があ り ます。業務を円滑に行う ために音声およびビデオ アプ リ ケーシ ョ ンに依存し ている

医療施設や小売店などの企業では、 802.11n ド ラ フ ト  2.0 標準に基づ く シスコの次世代ワイ

ヤレス テ ク ノ ロジーを展開する こ とによ り、802.11n の信頼性と予測可能性の高いカバレ ッ

ジを利用でき ます。 Cisco Unified Wireless Network は、 モジ ュール性と柔軟性を備えてお

り、 将来への投資を保護する と同時に、 今日の企業で必要と される イ ン フ ラス ト ラ クチャ を

提供し ます。
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